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①①①① 安全安全安全安全・・・・安心安心安心安心まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり普及啓発普及啓発普及啓発普及啓発②②②② 自主防犯自主防犯自主防犯自主防犯・・・・防災防災防災防災にににに関関関関するするするする講演会講演会講演会講演会③③③③ 自主防犯自主防犯自主防犯自主防犯・・・・防災防災防災防災リーダーリーダーリーダーリーダー研修研修研修研修④④④④ 自主防犯自主防犯自主防犯自主防犯・・・・防災団体防災団体防災団体防災団体にににに対対対対するするするする支援事業支援事業支援事業支援事業 ほかほかほかほか
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安全・安心まちづくり推進課の目標

�自主防災組織の組織化・活性化指標：自主防災組織率
�現状（２１年４月時点）７１．７％
�目標（２７年４月） ９３％

�自主防犯団体の組織化・活性化指標：自主防犯団体数
�現状（２０年１２月時点）６９９団体
�目標（２７年１２月） １０００団体

平成22年度「奈良県安全・安心まちづくり推進事業」１　企画調整事業1-1 　全国地域安全運動奈良県民大会の開催1-2 　安全やまとまちづくり県民会議及び推進本部の運営1-3 　青色防犯パトロールの実施1-4 　（新規）奈良県自主防災・防犯活動推進協議会1-5 　国・市町村・警察・消防との連携事業２　安全・安心まちづくり普及啓発事業2-1 　自主防犯・防災テキスト・パンフレットの作成・配布2-2 　路線バスを活用した啓発の実施2-3 　自主防犯・防災に関する講演会開催2-4 　多様な媒体による啓発の実施３　安全・安心まちづくり人材育成事業3-1 　自主防犯・防災リーダー研修事業４　安全・安心まちづくり地域活動支援事業4-1 　自主防犯・防災活動団体の情報提供事業4-2 　自主防災活動団体に対する顕彰事業4-3 　安全・安心まちづくりアドバイザー派遣事業4-4 　安全・安心まちづくりチャレンジ事業4-5 　（新規）奈良県自主防災組織結成支援事業補助金4-6 　（宝くじ助成）コミュニティ助成事業（自主防災組織育成助成事業）4-7 　（宝くじ助成）地域防災スクールモデル事業
アドバイザー派遣、チャレンジ事アドバイザー派遣、チャレンジ事

業実施の経緯業実施の経緯

�平成２０年９月に開催した有識者懇談会で有識者から「（地域で先進的に活躍している）地域の宝となる人の力を伸ばす仕組みが必要。これらの人に県のサポーターとなってもらうとよい。これらの人はどのように地域活動を行っているか秘密をとく必要がある。併せて、リーダー研修などで広く研修の機会も設ける」助言。
�平成２１年度これら２つの事業を事業化。

有識者懇談会の委員委員 （敬称略）区分 所　属 氏　名 備　考有識者（防犯） 東京大学工学部都市工学科教授 　小出　治 会長有識者（防犯） 奈良女子大学生活環境学部教授 　瀬渡　章子有識者（防災） 京都大学防災研究所巨大災害研究センター長・教授 　林　春男 副会長有識者（防災） 新潟大学危機管理室教授 　田村　圭子専門委員有識者（防災） 京都大学防災研究所巨大災害研究センター准教授 牧　紀男 奈良県安全・安心まちづくりチャレンジ事業　支援者有識者（防災） 富士常葉大学環境防災学部准教授 木村　玲欧 奈良県安全・安心まちづくりチャレンジ事業　支援者



安全・安心まちづくりアドバイザー派遣事業自主防犯・防災活動に先進的に取り組んでいる１０団体３２名のアドバイザーを市町村や地域に無料で派遣し、自主防災・防犯活動に関する地域の課題解決に役立ててもらう。◎実績 アドバイザー登録（１０団体３２人・平成２１年１０月委嘱）派遣実績（７件・６４０人受講・２１年１０月～２２年３月15日）所在地 団体名1 奈良市  富雄地区自治連合会2 生駒市  あすか野防犯協議会3 平群町  平群町ボランティア連絡協議会4 上牧町  西大和６自治会連絡会5 河合町  高塚台２丁目自治会6 大和高田市  ネオシティ大和高田自主防災組織7 橿原市  新中町防災会8 桜井市  朝倉台自主防災会9 桜井市  出雲区自治会10 奈良市  日本防災士会奈良県支部
安全・安心まちづくりアドバイザー所属団体 これまでのテーマ◇自主防災組織の結成方法について（座学）◇自主防災組織の活動内容について（座学）◇家具転倒防止講習（座学・実技）◇ロープワーク、三角巾の使い方（座学・実技）県内全３９市町村ヒアリングに出向き先進団体を把握、今後も市町村と連携し拡充。

安全・安心まちづくりチャレンジ事業県内の自主防犯・防災活動の組織化・活性化を推進するため、安全・安心まちづくりアドバイザーと、有識者・市町村・消防・学校・警察・県職員等の支援者による協働事業を実施（今年度５回）。今年度、５０の活動指導案を作成し先進事例集として取りまとめた。自主防犯・防災活動を一体的に取り扱う先進事例集は、都道府県では全国初のチャレンジで、今後、安全・安心まちづくりアドバイザーが市町村や地域に出向き先進事例集の普及啓発に一役買っていただきます。
「「「「活動指導案活動指導案活動指導案活動指導案５０５０５０５０」」」」「「「「活動指導案活動指導案活動指導案活動指導案５０５０５０５０」」」」 作成作成作成作成作成作成作成作成

平成２１年度チャレンジ事業の取り組み第１回研修会（１０月４日かしはら万葉ホール）◇アドバイザー委嘱、各団体の事例発表第２回研修会（１１月１５日奈良市防災センター）◇活動指導案の検討（１テーマ）第１回勉強会（１２月１８日 奈良市防災センター）◇テーマ選定と活動指導案（３テーマ）の検討第３回研修会（１月１１日 奈良市防災センター）◇活動指導案（５テーマ）の検討第２回勉強会（３月６日 奈良市防災センター）◇報告会に向けた作業（リハーサル）報告会（３月２３日 奈良商工会議所）◇今年度の成果報告（活動指導案活動指導案活動指導案活動指導案５０５０５０５０の作成）
済済

今回済済済 これまでこれまでこれまでこれまで５５５５回回回回、、、、アドバイザーアドバイザーアドバイザーアドバイザー、、、、支援者支援者支援者支援者がががが熱心熱心熱心熱心にににに取取取取りりりり組組組組んだんだんだんだ成果成果成果成果
標準的な指導案作成に向けて

①第１回研修会（１０月４日）アドバイザーへの委嘱式１０団体３２名に委嘱状と身分証を交付②事例発表１０団体の代表者から１０分間の事例発表と質疑応答③各団体のそれぞれの体験に基づく発表
1 富雄地区自治連合会2 あすか野防犯協議会4 西大和６自治会連絡会5 高塚台２丁目自治会6 ネオシティ大和高田自主防災組織 7 新中町防災会8 朝倉台自主防災会9 出雲区自主防災会10 日本防災士会奈良県支部3 平群町ボランティア連絡協議会 市町村名 団体名 活動指導案1 奈良市 富雄地区自治連合会 52 生駒市 あすか野防犯協議会あすかの自主防災会 53 平群町 平群町ボランティア連絡協議会 54 上牧町 西大和６自治会連絡会 65 河合町 高塚台２丁目自治会 56 大和高田市 ネオシティ大和高田自主防災組織 57 橿原市 新中町防災会 58 桜井市 朝倉台自主防災会 59 桜井市 出雲区自主防災会 510 全域 日本防災士会奈良県支部 4　 50合　計

平成平成平成平成２１２１２１２１年度奈良県安全年度奈良県安全年度奈良県安全年度奈良県安全・・・・安心安心安心安心まちづくりまちづくりまちづくりまちづくりチャレンジチャレンジチャレンジチャレンジ事業事業事業事業先進事例集先進事例集先進事例集先進事例集（（（（活動指導案活動指導案活動指導案活動指導案５０５０５０５０）））） 活動指導案の作成■基礎データ①タイトル②活動の概要③目標・ねらい④活動で上げることができる力・能力⑤対象者⑥活動・作業形態⑦準備するもの（道具、材料等）⑧所要時間⑨必要なマンパワー（役割、人数）⑩必要経費（所要額、財源）■活動の流れ①活動の流れ（１～５程度 時間経過の流れ）②活動の留意点、資料など（３～７程度 細かい手順）



活動指導案 実践団体名■基礎データ①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩
タイトル対象者（受ける側）活動・作業形態所要時間
目標・ねらい 対象者を発見した時、最寄の協力者の家に協力を求め、警察へ保護の要請をする。協力者に関しては、「子ども１１０番の家」にあるような対象者を拡大した「地域１１０番の家」を提案中。通常のパトロール時のグリーン帽・ジャンパー（ベスト）・チョッキ・腕章・オレンジリングを着用する。（普段活動している服装が相手や協力者が安心することができる）個人が地域内の各々の活動中にフォローするので定めていない（自由）。

徘徊者を無事に自宅に送り届ける。尚、民生児童委員と独居老人等の情報を共有する。オレンジリングを着用することで認知症サポーターであることが一目でわかり、周りに共通認識及び安心感を与えることができる。また、サポーターとなるためには社会福祉協議会の地域包括支援センターの研修を受講しなければならないが、それによってサポーターとしての知識やノウハウを取得できる。高齢者並びに道に迷うなど、徘徊しておられる認知症の方。必要経費（所要額、財源）必要なマンパワー（実施者、役割、人数）準備するもの（道具、材料等）活動で上げることができる力・能力 高塚台２丁目自主防災会
隊員中現在１５名が献身的に活動しいるが、最低・最高の人数や役割は特に定めていない。特に必要なし。
徘徊している認知症の方を保護するサポーター（オレンジリングの携帯者）活動の概要 地域内の徘徊者の発見・保護 ■活動の流れ↓活動の流れ ＜２＞ ＜３＞ ＜４＞ ＜５＞ ＜６＞ ＜７＞① 地域の認知症サポーター研修会に参加するか、出前講座などによる研修会を開く。 → 認知症を理解する。 → 認知症の人や家族を暖かく見守り支援する。 → 防犯パトロール中に実践する。 → → → →↓② パトロール中の実践。 → 子どもの見守り時はもちろん、ワンパト（犬の散歩）・サンパト（散歩）時に留意しておく。 → いつ発見するかわからないので、常に周囲に目を配ることが必要。 → 発見した場合、まずその方の前に出て、そっと声をかけ、やさしく誘導する。 → 「散歩ですか？」など、具体的な言葉で目線を合わせて声をかける。 → 横や後ろから声をかけると驚いて転倒する場合があり骨折など怪我につながるので注意が必要。 → 名前や特徴などを確認しましょう。 →↓③ 具体的に認知症かどうか当たってみる。 → 「アルツハイマー型」と「脳血管性」の違いはあるがいずれも認知症という病気である。 → 「家に帰るの？」と話しかけても目が虚ろであれば自宅への誘導は無理と判断する。→ 近所の協力者（１１０番の家など）を探しながら、その家まで手をつないで誘導。協力を求める。 → 手はつないだまま、離さないで協力者に警察への連絡をお願いする。 → パトカーが来るまで協力者の家の玄関などで待たせてもらう。 → パトカーに保護を引き継ぐ。 →↓④ 常に心がけること → びっくりさせない。声は正面からかける。（相手が安心する） → 目線（背丈など）は相手に合わせる。 → ゆっくり話すと言葉がでやすい。 → 急がせない。ゆっくり歩いてあげましょう。 → 本人の自尊心を尊重する。 → ニコニコ笑顔を忘れない。 → 一緒に歩いている間、いろいろな話題をだしてみましょう。↓⑤ 知識として必要なこと → 独居老人の状況について知る。 → 民生児童委員と情報の共有に努める。 → 民生児童委員をパトロール隊に勧誘する。 → → → →

→活動の留意点、資料など＜１＞
■活動の評価方法①数や量の変化による評価②その他の評価■備考・その他（活動のコツなど）①活動のコツなど②参考資料等※　活動指導案作成のための準備物　：　①写真（活動の代表的な写真、流れがわかる写真等）、②参加者への配付資料、③実施者向けマニュアル・資料　等話題の探し方として。「木戸たててかけせし衣食住」き：気候　ど：道楽　に：ニュース　た：旅　て：天気　か：家庭　け：健康　せ：姓（性）　し：趣味　衣：衣料　食：食物　住：住宅オレンジリング所持者としての自覚を持って、高齢者及び認知症などの徘徊者に気をつけておく。発見・保護はいつ遭遇するかわらないので、常に周囲に目を向けることが必要。各種・各自のパトロールに組み込んでの活動として習慣化することもコツ。この活動は意識の問題です。パトロール隊員の増員や隊員中のオレンジリング所持者の増加は地域にとって心強いものとなる。人数は多ければ多いほど活動する側も地域も安心できるだろうし、サポーター隊員個人に対する負担は減ることになる。地域ぐるみで活動できることが何よりの評価。各パトロールと平行して行うので、評価は難しい。現在まで活動してきて、「地域１１０番の家」のような協力者が必要であることが浮き彫りになってきているので、サポーター以外にもそういった活動や体制を広く知ってもらう必要がある。そのようなことに気づき、実践していくことは評価に値すると思われる。


